
週刊解
て
標
的
に
さ
れ
か
ね
な
い
。
と

り
あ
え
ず
仕
分
け
が
全
部
終
わ

る
ま
で
様
子
を
見
て
い
る
わ
け

で
す
」
（内
閣
府
幹
部
）

そ
れ
で
も
、

公
益
法
人
の
「理

事
長
」
な
ど
に
再
就
職
す
れ
ば
、

天
下
り
批
判
に
さ
ら
さ
れ
る
こ

と
は
間
違
い
な
い
。

そ
こ
で
霞
が
関
が
天
下
り
隠

し
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
と
し
て
編
み

出
し
た
の
が
、

民
間
企
業
を
問

に
置
い
た

「
三
角
天
下
り
」
だ
。

例
え
ば
以
下
の
農
水
省
の
ケ

ー
ス
で
あ
る
。

農
水
省
は
Ｏ
Ｂ
の
指
定
席
だ

つ
た
独
立
行
政
法
人

・
農
業
者

年
金
基
金
の
理
事
に
昨
年
４
月

か
ら
民
間
人
を
登
用
。

大
手
損

保
出
身
の
理
事
が
就
任
し
た
。

そ
の
後
、

昨
年
７
月
に
村
上

秀
徳

・
前
農
水
審
議
官
が
退
職

す
る
と
、

同
じ
損
保
が
官
民
人

材
交
流
セ
ン
タ
ー
に

「農
政
に

詳
し
い
人
」
と
い
う
求
人
を
出

し
、

村
上
氏
が
紹
介
さ
れ
た
。

つ
ま
り
、

天
下
り
批
判
を
か
わ

す
た
め
に
独
法
の
理
事
に
民
間

人
を
起
用
し
、

代
わ
り
に
そ
の

出
身
企
業
に
Ｏ
Ｂ
を
天
下
ら
せ

る
と
い
う
カ
ラ
ク
リ
だ
っ
た
。

こ
の
交
換
人
事
は
人
材
交
流

セ
ン
タ
ー
を
通
し
た
た
め
に
、

事
前
に
漏
れ
て
村
上
氏
は
損
保

へ
の
天
下
り
辞
退
に
追
い
込
ま

れ
た
が
、
こ
う
し
た
′「

三
角
天

下
り
」
は
水
面
下
で
か
な
り
広

が
っ
て
い
る
。

元
経
産
官
僚
で
行
車
大
臣
補

佐
官
と
し
て
公
務
員
制
度
改
革

を
推
進
し
た
原
実
史

。
政
策
研

究
大
学
院
大
学
客
員
准
教
授
が

指
摘
す
る
。

「天
下
り
批
判
の
高
ま
り
に
危

機
感
を
抱
い
た
各
省
は
、

民
間

企
業
と
の
天
下
リ
ポ
ス
ト
の
バ

ー
タ
ー
と
い
う
や
り
方
を
考
え

た
わ
け
で
す
。

農
水
の
ケ
ー
ス

は
露
骨
す
ぎ
た
が
、

多
く
の
場

合
は
人
材
交
流
セ
ン
タ
ー
を
通

さ
な
い
形
で
行
な
わ
れ
、
し
か

も
複
数
の
役
所
が
組
ん
で
企
業

ど
ポ
ス
ト
を
交
換
す
る
巧
妙
な

仕
組
み
を
と
っ
て
い
る
か
ら
ま

ず
表
面
化
し
な
い
」

「
三
角
天
下
り
」
を
さ
ら
に
複

嬉
山
内
閣
は
中
央
宮
庁
の
幹

部
人
事
を

一
元
化
す
る

「国
家

公
務
員
法
改
正
案
」
を
衆
院
で

強
行
採
決
し
た
が
、

そ
の
採
決

の
乱
闘
で

″負
傷
″
し
た
民
主

党
の
女
性
代
議
士
の
様
子
ば
か

夕窓
際
官
僚
夕を
民
間
に
押
し
付
け

雑
に
し
た

″四
角
、

五
角
天
下

り
″
ま
で
行
な
わ
れ
て
い
る
と

い
う
。

リ
ス
ト
の
官
僚
の
ほ
と
ん
ど

が
官
民
人
材
交
流
セ
ン
タ
ー
を

利
用
し
て
い
な
い
の
も
、

「
就

職
過
程
」
を
オ
ー
プ
ン
に
し
た

く
な
い
事
情
が
あ
っ
た
か
ら
で

は
な
い
の
か
。

い
っ
た
ん
民
間

企
業
の
顧
問
な
ど
に
就
職
し
て

批
判
を
か
わ
し
、

数
年
後
に
天

下
り

「指
定
席
」
で
あ
る
公
益

法
人
の
理
事
長
な
ど
に
就
任
す

る
ケ
ー
ス
は
多
い
。

り
が
大
き
く
報
じ
ら
れ
た
。

し
か
し
、

与
野
党
の
パ
カ
騒

ぎ
の
裏
で
、

霞
が
関
は
こ
の
法

改
正
に
絡
ん
で
さ
ら
な
る
民
間

へ
の

「天
下
ヶ
押
し
付
け
」
計

画
を
閣
議
決
定
さ
せ
よ
う
と
し

て
い
る
。

略
　
　
　
本
誌
は
５
月

紙　
　
１１
日
に
総
務
省

却翔　中中申拘韓般

軸岬　鶏本「避瑠
（管鯉

務
省
案
と

と

題
す
る
Ａ
４
判
３
枚
の
文
書
を

入
手
ｔ
た
。

重
要
な
の
は
、

そ
の
中
に
、

〈指
定
職
職
員
を
含
め
、

官
民

人
事
交
流
法
に
基
づ
く
人
事
交

流
の
一
層
の
推
進
〉
と
書
か
れ

て
い
る
こ
と
だ
。

官
民
人
事
交
流
法
は
、

「
民

間
企
業
の
実
務
を
経
験
さ
せ
る

こ
と
を
通
じ
て
、

効
率
的
か
つ

機
動
的
な
業
務
遂
行
の
手
法
を

体
得
さ
せ
」
（第
一
条
）
る
た
め

に
、

若
手
宮
僚
を
３
年
ほ
ど
民

間
企
業
に
出
向
さ
せ
、

民
間
か

ら
も
役
所
に
出
向
者
を
受
け
入

れ
る
目
的
で
制
定

（９９
年
）
さ

れ
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
実
績
は

年
間
数
人
、

０８
年
ま
で
に
の
ベ

ー
０
８
人
の
官
僚
が
民
間
企
業

に
派
遣
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
い
。

そ
の
人
事
交
流
を
も
っ
と
拡

充
し
、

若
手
官
僚
だ
け
で
な
く
、

審
議
官
や
局
長
、

次
官
と
い
う

「指
定
職
」
の
大
物
官
僚
ま
で

民
間
企
業
に
派
遣
し
よ
う
と
い
　

４０

う
の
が
文
書
の
趣
旨
な
の
だ
。

″
一
丁
上
が
り
″
の
ポ
ス
ト
の

元
局
長
や
元
次
官
に
、

い
ま
さ

ら
民
間
の

「効
率
的
な
業
務
遂

行
の
手
法
」
を
体
得
さ
せ
て
ど

れ
ほ
ど
の
意
義
が
あ
る
の
か
。

し
か
も
、

官
民
人
材
交
流
法

で
は
い
職
員
の
給
料

・
ボ
ー
ナ

ス
は
受
け
入
れ
た
企
業
が
全
額

負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

局
長
や
次
官
経
験
者
と
な
る
と
、

年
収
は
１
７
０
０
万
円
か
ら
２

３
０
０
万
円
だ
。

完
全
な

″窓

際
高
給
官
僚
″
の
民
間
押
し
付

け
で
は
な
い
か
。

前
出
の
原
氏
は
、

霞
が
関
の

狙
い
を
こ
う
語
る
。

「
ラ
イ
ン
を
外
れ
た
局
長
経
験

者
な
ど
窓
際
幹
部
を
民
間
に

一

時
面
倒
を
見
さ
せ
る
。

い
い
人

材
と
い
う
こ
と
で
定
年
後
に
再

雇
用
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
る
」

公
務
員
制
度
改
革
担
当
の
仙

谷
由
人

。
国
家
戦
略
相
と
原
口

一
博

・
総
務
相
は
こ
の
原
案
を

了
承
済
み
と
い
う
が
、
こ
ん
な

役
人
天
国
を
許
す
な
ら
、

事
業

仕
分
け
な
ど
、

ザ
ル
で
水
を
す

く
う
パ
フ
オ
ー
マ
ン
ス
に
す
ぎ

な
い
。


